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我
が
国
経
済
は
、
二
〇
二
一
年

前
期
に
お
い
て
は
米
国
・
中
国
を

は
じ
め
と
し
た
主
要
国
経
済
の
回

復
に
続
く
形
で
輸
出
が
堅
調
に
増

加
し
ま
し
た
が
、
繰
り
返
さ
れ
る

緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
に
よ
り
内

需
が
落
ち
込
み
、
後
期
に
な
り
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
進
み
緊
急
事
態
宣

言
が
解
除
さ
れ
る
も
経
済
回
復
傾

向
は
緩
や
か
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

二
〇
二
二
年
に
お
い
て
は
、
ワ

ク
チ
ン
普
及
に
伴
う
経
済
活
動
の

正
常
化
と
コ
ロ
ナ
危
機
下
で
積
み

上
が
っ
た
貯
蓄
が
消
費
に
回
る
こ

と
に
よ
る
回
復
が
見
込
ま
れ
ま
す

が
、
半
導
体
・
非
鉄
金
属
を
は
じ
め

と
し
た
原
材
料
の
不
足
・
高
騰
と

い
っ
た
懸
念
材
料
も
あ
り
先
行
き

が
不
透
明
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
は
雇
用
面
で
も
大
き
く
、

雇
用
形
態
に
よ
る
雇
用
環
境
の
二

極
化
が
進
み
、
非
正
規
の
従
業
員

の
雇
用
水
準
は
コ
ロ
ナ
危
機
前
の

水
準
と
比
較
す
る
と
低
い
状
況
に

あ
り
、
完
全
失
業
率
も
高
い
水
準

に
あ
り
ま
す
が
、
二
〇
二
二
年
以

降
は
経
済
活
動
の
正
常
化
に
よ
り

段
階
的
な
回
復
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。 

      

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
当
協
議

会
で
は
、
会
員
企
業
の
一
日
も
早

い
経
済
活
動
の
正
常
化
を
目
指
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
職
域
接

種
を
実
施
。
七
四
〇
名
（
九
五
社
）

の
会
員
企
業
従
業
員
が
ワ
ク
チ
ン

を
二
回
接
種
致
し
ま
し
た
。 

更
に
、
求
人
誌
「
ア
ル
パ
」
・
Ｗ

Ｅ
Ｂ
広
告
「
タ
ウ
ン
ワ
ー
ク
ネ
ッ

ト
」
を
用
い
た
共
同
求
人
広
告
を

は
じ
め
、
学
校
関
係
者
と
企
業
側

採
用
担
当
者
の
情
報
交
換
の
場
で

あ
る
「
求
人
意
見
交
流
会
」
な
ど
の

各
種
共
同
求
人
事
業
を
実
施
。
当

流
通
セ
ン
タ
ー
の
利
便
性
・
就
労

環
境
の
周
知
を
行
い
会
員
企
業
の

求
人
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
参
り

ま
し
た
。 

今
後
と
も
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
各
種
事
業
に
積
極
的
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
感
染
症
の
影

響
を
最
小
限
に
と
ど
め
、
新
た
な

成
長
に
向
け
て
前
進
で
き
る
よ
う
、

当
協
議
会
で
力
を
合
わ
せ
て
こ
の

危
機
を
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。 

年
頭
に
あ
た
り
、
会
員
皆
様
と

関
係
各
位
の
ご
多
幸
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
年
頭
の
ご
挨
拶 

岡山県総合流通センター 
運営協議会 会長 
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令
和
三
年
十
月
二
五
日
、
太
田
正
孝
県
議

会
議
員
、
当
協
議
会
副
会
長
の
木
村
容
治
氏

他
全
九
名
が
、
岡
山
県
及
び
岡
山
市
を
訪
れ
、

下
庄
跨
線
橋
拡
幅
工
事
の
早
期
実
現
を
要
望

し
ま
し
た
。
ま
た
、
岡
山
市
に
は
、
国
道
二

号
進
入
側
道
及
び
箕
島
斜
路
橋
交
差
点
の
拡

幅
工
事
の
早
期
実
現
に
つ
い
て
も
要
望
を
行

い
ま
し
た
。 

 
    

平
成
二
九
年
度
の
事
業
化
決
定
以
降
も
円   

滑
な
物
流
輸
送
の
た
め
、
引
き
続
き
当
該
箇

所
が
早
期
完
成
す
る
よ
う
要
望
し
て
い
ま
す

が
、
今
回
岡
山
県
の
筋
野
土
木
部
部
長
か
ら

は
「
岡
山
県
と
し
て
も
下
庄
跨
線
橋
の
拡
幅

に
つ
い
て
の
重
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。
橋

脚
下
部
の
工
事
に
つ
い
て
は
既
に
進
ん
で
お

り
、
現
在
は
そ
の
上
に
付
く
橋
の
部
分
の
発

注
準
備
を
行
っ
て
い
る
。
岡
山
市
と
も
協
議

し
て
、
迅
速
に
進
め
て
い
き
、
令
和
六
年
度

の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。」
と
の
回
答
が
あ

り
、
岡
山
市
の
林
都
市
整
備
局
長
か
ら
は
、

「
下
庄
跨
線
橋
に
つ
い
て
は
、
事
業
主
体
で

あ
る
岡
山
県
と
共
同
で
進
め
て
お
り
、
出
来

る
だ
け
早
期
に
完
成
出
来
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
く
。」
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

箕
島
矢
部
線
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
メ
イ
ン 

ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す 

が
、
大
樋
橋
西
交
差
点
が
立
体
化
す
る
と
、 

平
面
交
差
点
や
当
流
通
セ
ン
タ
ー
進
入
側
道 

付
近
の
渋
滞
が
さ
ら
に
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か 

ら
、
早
期
実
現
に
向
け
、
今
後
も
要
望
を
行 

う
予
定
で
す
。 

    

当
流
通
セ
ン
タ
ー
へ
の
進
入
口
で
あ
る
箕

島
斜
路
橋
交
差
点
（
左
写
真
）
及
び
下
り
線
進

入
側
道
で
は
慢
性
的
な
渋
滞
が
起
き
て
お
り
、

特
に
箕
島
斜
路
橋
は
狭
隘
化
に
よ
る
渋
滞
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
岡
山
市
へ
拡
幅
工
事

を
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
た
と
こ
ろ
、

「
箕
島
斜
路
交
差
点
に
つ
い
て
は
、
朝
の
通
勤

時
に
渋
滞
す
る
事
は
認
識
し
て
い
る
。
令
和
二

年
度
に
交
通
量
調
査
を
行
い
、
令
和
三
年
度
に

測
量
調
査
を
実
施
。
ど
う
い
っ
た
形
で
交
差
点

を
拡
幅
す
る
の
が
良
い
か
を
検
討
し
て
お
り
、

南
側
（
岡
山
少
年

院
側
）
へ
拡
げ
る

案
を
検
討
中
。
県

警
と
の
協
議
の

後
、
令
和
四
年
度

に
詳
細
設
計
を

す
る
予
定
。
早
け

れ
ば
令
和
五
年

度
に
は
工
事
に

着
手
出
来
る
よ

う
に
し
た
い
。」

と
の
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。 

 

 

当
協
議
会
出
席
理
事
か
ら
の
「
流
通
セ
ン
タ

ー
か
ら
、
箕
島
斜
路
橋
交
差
点
手
前
の
渋
滞
対

策
を
考
え
て
欲
し
い
」
と
の
意
見
に
対
し
て
、

「
渋
滞
の
解
消
の
為
に
は
信
号
の
設
定
変
更

な
ど
が
有
効
だ
が
、
信
号
の
設
定
に
つ
い
て
は
、

警
察
と
の
協
議
も
必
要
と
な
る
。
交
差
点
拡
幅

だ
け
で
な
く
、
渋
滞
対
策
を
含
め
て
対
応
を
検

討
す
る
」
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

                       

大
樋
橋
西
交
差
点
以
西
主
要
交
差
点
は
、
朝

夕
の
通
勤
時
間
帯
の
他
、
日
中
も
随
所
に
慢
性

的
な
渋
滞
が
起
こ
っ
て
お
り
、
大
樋
橋
西
交
差

点
の
立
体
化
に
よ
り
、
平
面
交
差
点
を
中
心
と

し
て
さ
ら
な
る
渋
滞
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
令
和
三
年
十
二
月
九
日
、
木
村
副
会

長
並
び
に
末
長
副
会
長
、
白
神
副
会
長
他
全
八

名
が
、
岡
山
国
道
事
務
所
を
訪
れ
、
国
道
二
号

大
樋
橋
西
交
差
点
の

立
体
化
に
併
せ
、
同
交

差
点
以
西
主
要
交
差

点
の
高
架
整
備
等
、
渋

滞
緩
和
策
が
早
期
に

実
現
さ
れ
る
よ
う
昨

年
に
引
き
続
き
再
要

望
し
ま
し
た
。 

こ
れ
に
対
し
、
岡
山

国
道
事
務
所
の
富
田

所
長
よ
り
「
国
道
二
号

主
要
交
差
点
の
部
分

立
体
化
に
つ
い
て
は
、

な
る
べ
く
早
い
事
業

化
を
目
指
し
て
い
る

が
、
大
規
模
な
工
事
と

な
り
、
長
い
時
間
を
要

す
る
。
完
成
ま
で
の
間
、
企
業
に
対
し
て
は
通

勤
時
間
を
早
め
る
な
ど
、
ス
マ
ー
ト
通
勤
の
推

進
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
の
対
応
を
お
願
い
し
た

い
。」 

と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
桐
谷
副
所
長
よ
り
国
道
二
号
部
分

立
体
化
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
の
報
告

に
併
せ
て
、
「
国
道
二
号
か
ら
総
合
流
通
セ
ン

タ
ー
へ
の
合
流
部
分
に
つ
い
て
は
七
時
～
八

時
の
出
勤
時
間
帯
、
十
七
時
～
十
八
時
の
帰
宅

時
間
帯
に
慢
性
的
に
速
度
十
ｋ
ｍ
／
ｈ
以
下

と
な
る
渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
。
た
だ
、
部
分

立
体
化
工
事
完
了
ま
で
に
は
十
年
～
十
五
年

位
か
か
る
の
で
、
各
企
業
に
は
『
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ 

Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｅ
』
（
詳
細
は
左
記
参
照
）
を
推
奨

し
、
渋
滞
緩
和
策
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
て
も

ら
い
た
い
。
ま
た
工
事
中
、
交
差
点
に
よ
っ
て

六
車
線
を
四
車
線
に
変
更
す
る
事
が
多
い
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
期
間
も
様
々
な
渋
滞
対
策

を
検
討
し
て
い
る
。
」
と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

各各
種種
工工
事事
早早
期期
実実
現現
にに
向向
けけ  

関関
係係
機機
関関
へへ
要要
望望
実実
施施  

◆◆  

箕箕
島島
矢矢
部部
線線
下下
庄庄
跨跨
線線
橋橋
拡拡
幅幅
工工
事事  

  
  
  
  
  
  
  
  

早早
期期
実実
現現
にに
つつ
いい
てて  

◆◆  

箕箕
島島
斜斜
路路
橋橋
交交
差差
点点  

拡拡
幅幅
工工
事事
要要
望望
にに
つつ
いい
てて  

  

国国
道道
二二
号号
渋渋
滞滞
緩緩
和和
策策  

早早
期期
実実
現現
要要
望望 

↑

岡
山
市
に 

要
望
時
の
様
子 

流流
通通
セセ
ンン
タタ
ーー
周周
辺辺
道道
路路  

拡幅を要望している 箕島斜路交差点 

↓

岡
山
県
に 

要
望
時
の
様
子 
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◆
大
樋
橋
西
交
差
点 

令
和
三
年
九
月
十
四
日
、
地
盤
強
化
・
杭

打
ち
工
事
等
の
基
礎
工
事
が
終
わ
り
、
国
道

二
号
と
岡
山
西
バ
イ
パ
ス
の
交
差
点
で
あ
る

岡
山
市
・
大
樋
橋
西
交
差
点
の
架
橋
工
事
が

施
工
さ
れ
ま
し
た
。
架
橋
工
事
は
交
通
へ
の

影
響
を
最
小
限
に
す
る
た
め
、
台
車
を
使
用

す
る
工
法
（
図
①
）
を
採
用
。
国
道
二
号
東

西
方
面
の
通
行
止
め
は
行
わ
ず
、
国
道
一
八

〇
号
と
一
部
市
道
の
南
北
方
面
の
み
通
行
止

め
で
一
晩
に
て
施
工
さ
れ
ま
し
た
。（
図
②
） 

                 

計
画
で
は
、
片
側
三
車
線
の
走
行
レ
ー
ン

の
う
ち
中
央
二
車
線
を
高
架
化
、
外
側
一
車

線
を
側
道
と
す
る
予
定
で
、
国
道
一
八
〇
号

（
西
バ
イ
パ
ス
）
側
か
ら
右
左
折
す
る
場
合

は
側
道
か
ら
二
号
線
に
合
流
す
る
よ
う
に
な

り
、
（
図
③‐

○Ａ
参
照
）
現
在
同
時
進
行
中

の
同
交
差
点
か
ら
藤
田
の
国
道
三
〇
号
に
繋

が
る
岡
山
環
状
南
道
路
と
通
じ
る
よ
う
に
な

れ
ば
、
更
な
る
渋
滞
緩
和
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

                   

  

  
  

『
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ 

Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｅ
』
と
は
、
岡 

山
倉
敷
都
市
圏
の
Ｍ
Ｍ
（
モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ 

ジ
メ
ン
ト

（

※

１

）

）
政
策
の
総
称
で
、
時
差
出
勤
、

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
、
公
共
交
通
機
関
の
利 

用
、
高
速
道
路
の
利
活
用
等
『
自
分
に
合
っ 

た
新
し
い
通
勤
・
通
学
』
を
考
え
る
こ
と
を 

推
奨
す
る
政
策
で
す
。 

令
和
三
年
に
行
わ
れ
た
活
動
と
し
て
、
普

段
よ
り
早
い
時
間
に
出
勤
し
て
時
間
を
有
意

義
に
活
用
し
な
が
ら
、
渋
滞
緩
和
を
目
指
す

取
組
と
し
て
、
朝
の
時
間
帯
に
お
い
て
『
Ｇ

Ｏ
Ｏ
Ｄ 

Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｅ
』
の
ア
プ
リ
を
提
示

す
る
事
で
、
ド
ト
ー
ル
の
コ
ー
ヒ
ー
の
サ
イ

ズ
変
更
が
無
料
と
な
る
朝
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
『
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ 

Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｅ
』
を
活
用
し
て
、
普
段
の
通
勤

方
法
・
時
間
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
し
て
み

て
下
さ
い
。 

                   ※
１ 

モ
ビ
リ
テ
ィ
（
移
動
状
況
）
が
社
会
に
も
個 

人
に
も
望
ま
し
い
方
向
へ
自
発
的
に
変
化
す 

る
こ
と
を
促
す
取
組
み 

        

     

流
通
セ
ン
タ
ー
内
の
犯
罪
及
び
交
通
事
故

等
の
未
然
防
止
の
た
め
、
防
犯
灯
を
順
次
設

置
し
て
い
ま
す
が
、
会
員
企
業
皆
様
か
ら
募

っ
た
要
望
を
も
と
に
、
今
年
度
は
、
左
図
の

通
り
、
五
箇
所
に
防
犯
灯
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
さ
れ
た

防
犯
灯
は
吉
備
地
区
内
に
三
三
か
所
と
な
り
、

早
島
地
区
内
に
設
置
済
み
の
防
犯
灯
約
五
〇

か
所
（
早
島
町
管
理
分
）
も
含
め
、
夜
間
の

防
犯
対
策
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。 
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◆
大
樋
橋
西
交
差
点 

令
和
三
年
九
月
十
四
日
、
地
盤
強
化
・
杭

打
ち
工
事
等
の
基
礎
工
事
が
終
わ
り
、
国
道

二
号
と
岡
山
西
バ
イ
パ
ス
の
交
差
点
で
あ
る

岡
山
市
・
大
樋
橋
西
交
差
点
の
架
橋
工
事
が

施
工
さ
れ
ま
し
た
。
架
橋
工
事
は
交
通
へ
の

影
響
を
最
小
限
に
す
る
た
め
、
台
車
を
使
用

す
る
工
法
（
図
①
）
を
採
用
。
国
道
二
号
東

西
方
面
の
通
行
止
め
は
行
わ
ず
、
国
道
一
八

〇
号
と
一
部
市
道
の
南
北
方
面
の
み
通
行
止

め
で
一
晩
に
て
施
工
さ
れ
ま
し
た
。（
図
②
） 

                 

計
画
で
は
、
片
側
三
車
線
の
走
行
レ
ー
ン

の
う
ち
中
央
二
車
線
を
高
架
化
、
外
側
一
車

線
を
側
道
と
す
る
予
定
で
、
国
道
一
八
〇
号

（
西
バ
イ
パ
ス
）
側
か
ら
右
左
折
す
る
場
合

は
側
道
か
ら
二
号
線
に
合
流
す
る
よ
う
に
な

り
、
（
図
③‐

○Ａ
参
照
）
現
在
同
時
進
行
中

の
同
交
差
点
か
ら
藤
田
の
国
道
三
〇
号
に
繋

が
る
岡
山
環
状
南
道
路
と
通
じ
る
よ
う
に
な

れ
ば
、
更
な
る
渋
滞
緩
和
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

                   

  

  
  

『
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ 

Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｅ
』
と
は
、
岡 

山
倉
敷
都
市
圏
の
Ｍ
Ｍ
（
モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ 

ジ
メ
ン
ト

（

※

１

）

）
政
策
の
総
称
で
、
時
差
出
勤
、

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
、
公
共
交
通
機
関
の
利 

用
、
高
速
道
路
の
利
活
用
等
『
自
分
に
合
っ 

た
新
し
い
通
勤
・
通
学
』
を
考
え
る
こ
と
を 

推
奨
す
る
政
策
で
す
。 

令
和
三
年
に
行
わ
れ
た
活
動
と
し
て
、
普

段
よ
り
早
い
時
間
に
出
勤
し
て
時
間
を
有
意

義
に
活
用
し
な
が
ら
、
渋
滞
緩
和
を
目
指
す

取
組
と
し
て
、
朝
の
時
間
帯
に
お
い
て
『
Ｇ

Ｏ
Ｏ
Ｄ 

Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｅ
』
の
ア
プ
リ
を
提
示

す
る
事
で
、
ド
ト
ー
ル
の
コ
ー
ヒ
ー
の
サ
イ

ズ
変
更
が
無
料
と
な
る
朝
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
『
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ 

Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｅ
』
を
活
用
し
て
、
普
段
の
通
勤

方
法
・
時
間
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
し
て
み

て
下
さ
い
。 

                   ※
１ 

モ
ビ
リ
テ
ィ
（
移
動
状
況
）
が
社
会
に
も
個 

人
に
も
望
ま
し
い
方
向
へ
自
発
的
に
変
化
す 

る
こ
と
を
促
す
取
組
み 

        

     

流
通
セ
ン
タ
ー
内
の
犯
罪
及
び
交
通
事
故

等
の
未
然
防
止
の
た
め
、
防
犯
灯
を
順
次
設

置
し
て
い
ま
す
が
、
会
員
企
業
皆
様
か
ら
募

っ
た
要
望
を
も
と
に
、
今
年
度
は
、
左
図
の

通
り
、
五
箇
所
に
防
犯
灯
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
さ
れ
た

防
犯
灯
は
吉
備
地
区
内
に
三
三
か
所
と
な
り
、

早
島
地
区
内
に
設
置
済
み
の
防
犯
灯
約
五
〇

か
所
（
早
島
町
管
理
分
）
も
含
め
、
夜
間
の

防
犯
対
策
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。 
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八
月
末
か
ら
十
月
中
旬
に
か
け
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
職
域
接
種
を

実
施
し
ま
し
た
。 

一
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
八
月
三
一
日
、

九
月
一
日
、
三
日
、
六
日
、
十
日
の
五
日
間
。

二
回
目
を
九
月
二
七
日
、
二
九
日
、
十
月
一

日
、
四
日
、
八
日
の
五
日
間
。
合
わ
せ
て
十

日
間
の
日
程
で
職
域
接
種
を
実
施
。
七
四
〇

名
（
九
五
社
）
の
会
員
企
業
従
業
員
が
モ
デ

ル
ナ
製
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

を
二
回
接
種
し
ま
し
た
。 

 

当
初
は
七
月
中
旬
に
実
施
予
定
で
し
た
が
、

ワ
ク
チ
ン
の
供
給
不
足
に
よ
り
実
施
が
延
期

と
な
り
、
モ
デ
ル
ナ
製
ワ
ク
チ
ン
へ
の
異
物

混
入
報
道
な
ど
、
不
測
の
事
態
も
多
々
あ
り

ま
し
た
が
、
関
係
者
の
ご
協
力
も
あ
り
無
事

開
催
に
至
り
ま
し
た
。 

職
域
接
種
実
施
に
あ
た
り
、
医
療
機
関
の

指
導
の
下
、
時
間
帯
毎
の
人
数
制
限
、
接
種

前
後
の
待
機
場
所
の
空
間
確
保
な
ど
、
感
染

防
止
・
三
密
回
避
に
努
め
ま
し
た
。 

職
域
接
種
中
は
医
師
や
看
護
師
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
病
症
や
ワ
ク
チ
ン
の
副
反

応
に
つ
い
て
熱
心
に
質
問
さ
れ
る
方
が
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
待
機
場
所
に

お
い
て
は
「
や
っ
と
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
出
来

た
。」「
重
症
化
し
に
く
く
な
る
か
ら
、
安
心
。」

と
安
堵
の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
関
し
て
は
、
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
の
発
生
、
冬

季
に
お
け
る
第
六
波
へ

の
警
戒
等
、
未
だ
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
気
を
緩
め
る
事
な

く
引
き
続
き
感
染
症
予

防
対
策
を
お
願
い
致
し

ま
す
。 

     

十
一
月
十
六
日
、
二
六
日
、
十
二
月
一
日

の
計
三
日
間
の
日
程
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
の
集
団
予
防
接
種
を
実
施
。
五
四

六
名
（
四
八
社
）
の
会
員
企
業
従
業
員
が
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
ま
し

た
。 

予
防
接
種
当
日

は
医
療
機
関
の
指

導
の
下
、
感
染
防

止
・
三
密
回
避
に
努

め
、大
き
な
混
乱
も

な
く
無
事
、予
防
接

種
を
完
了
致
し
ま

し
た
。 

昨
冬
は
マ
ス
ク

着
用
の
徹
底
等
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
の
効
果

も
あ
り
、冬
に
な
っ

て
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
者
数
は
例

年
と
比
べ
て
、
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
と
併
せ
て
こ
の
冬
も
手
洗
い
・
う
が
い

を
含
め
た
感
染
症
対
策
を
し
っ
か
り
し
て

お
過
ご
し
下
さ
い
。 

     

当
流
通
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
「
ソ
リ
ュ
ッ
セ

岡
山
」
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
い
、
当

流
通
セ
ン
タ
ー
へ
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
岡
山
運
輸
団
地
協

同
組
合
前
に
、
二
枚
目
と
な
る
Ｐ
Ｒ
看
板
を

設
置
し
ま
し
た
。
看
板
の
大
き
さ
は
令
和
元

年
に
流
通
会
館
前
に
設
置
し
た
一
枚
目
と

同
じ
、
縦
三
．
二
メ
ー
ト
ル
、
横
六
メ
ー
ト

ル
で
、
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
で
あ
る
紺
色
と
赤

色
が
映
え
る
よ
う
、
左
右
端
は
、
青
色
の
濃

淡
色
を
重
ね
た
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま

す
。
一
枚
目
と
併
せ
て
、
通
行
さ
れ
る
際
に

は
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

 
 

    

新新
型型
ココ
ロロ
ナナ
ウウ
イイ
ルル
スス
ワワ
クク
チチ
ンン  

職職
域域
接接
種種  

実実
施施  

イイ
ンン
フフ
ルル
エエ
ンン
ザザ  

予予
防防
接接
種種  

実実
施施  

岡岡
山山
県県
総総
合合
流流
通通
セセ
ンン
タタ
ーー  

愛愛
称称
ＰＰ
ＲＲ
看看
板板  

二二
枚枚
目目
設設
置置  



第 75 号             流通センターだより           令和４年１月１日 (5)      
 

  

九
月
二
四
日
（
金
）、
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ウ

ル
で
、
令
和
三
年
度
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を

開
催
し
、
三
八
名
（
十
社
）
が
参
加
し
ま
し
た
。 

当
大
会
は
例

年
五
月
に
実
施

し
て
い
ま
し
た

が
、
昨
年
に
引

き
続
き
今
年
も

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
蔓
延
の

状
況
を
鑑
み
て

開
催
時
期
を
ず

ら
し
て
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。 

 

昨
年
と
同
様

に
個
人
戦
の
み

の
表
彰
と
な
り

ま
し
た
が
、
目
玉
賞
品
と
し
て
当
日
賞
（
二
四

位
）
に
空
気
清
浄
機
、
ラ
ッ
キ
ー
賞
（
大
会
当

日
ク
ジ
で
決
定
）
に
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
、
優
勝

者
に
は
ア
マ
ゾ
ン
五
千
円
分
ギ
フ
ト
券
、
そ
の

他
順
位
賞
の
方
に
は
各
社
よ
り
い
た
だ
い
た

豪
華
協
賛
品
を
ご
用
意
。
高
確
率
で
豪
華
賞
品

が
狙
え
る
こ
と
も
あ
り
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、

思
う
存
分
手
腕
を
発
揮
し
て
ボ
ウ
リ
ン
グ
を

楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
大
声
で
の
応
援
や

ハ
イ
タ
ッ
チ
等
は
自
粛
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ー
ン
か
ら
笑
い
声
や
歓
声
が

溢
れ
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

 

接
戦
の
末
、
結
果
は
下
記
の
通
り
と
な
り
ま

し
た
。
賞
品
を
獲
得
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
開
催
に
あ
た
り
協
賛

品
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
企
業
様
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

                 

※
数
字
は
二
ゲ
ー
ム
ス
コ
ア
合
計 

【
男
性
の
部
成
績
】 

（
敬
称
略
） 

優 

勝 

佐
野 

佑
介
（
平
松
Ｅ
Ｐ
） 

 
三
四
三
点 

準
優
勝 

林 
 

健
司
（
倉
敷
家
具
）  

三
〇
七
点 

三 

位 

中
川 

道
夫
（
常
照
園
） 

 

三
〇
二
点 

 

【
女
性
の
部
成
績
】（
敬
称
略
） 

優 

勝 

大
橋  

加
代
子
（
常
照
園
） 

三
三
六
点 

準
優
勝 

江
国 

悦
子
（
ア
シ
ー
ド
） 

二
三
一
点 

三 

位 

高
津 

睦
子
（
せ
と
う
ち
寿
）
二
一
四
点 

 

【
当
日
賞
】（
敬
称
略
） 

 

大
塚 

彬
央
（
ダ
イ
セ
ー
エ
ブ
リ
ー
二
十
四
） 

【
ラ
ッ
キ
ー
賞
】（
敬
称
略
） 

 

西
原 

哲
也
（
平
松
Ｅ
Ｐ
） 

     

 

十
一
月
七
日
（
日
）、
環
境
セ
ン
タ
ー
内
尾

広
場
に
て
、
三
四
回
目
と
な
る
親
睦
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
を
開
催
し
、
会
社
の
枠
を
超
え
た
合

同
チ
ー
ム
を
含
め
た
全
四
チ
ー
ム
、
四
九
名

（
五
社
）
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延

状
況
か
ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は

状
況
が
少
し
落
ち
着
い
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

無
事
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

大
会
は
一
試
合
、
五
イ
ニ
ン
グ
。
全
チ
ー
ム

総
当
た
り
の
リ
ー
グ
戦
に
て
行
わ
れ
、
大
会
当

日
は
十
一
月
と
は
思
え
な
い
程
の
陽
気
で
、
後

半
の
試
合
で
は
汗
ば
む
程
の
絶
好
の
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
日
和
と
な
り
ま
し
た
。 

           

 

大
会
で
は
、
多
く
の
試
合
で
乱
打
戦
と
な
り
、

全
力
プ
レ
ー
か
ら
生
ま
れ
る
好
珍
プ
レ
ー
に

拍
手
や
笑
い
声
が
溢
れ
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
男
女
混
合
チ
ー
ム
で
参
加
し
た
浅

野
産
業
が
全
試
合
二
桁
得
点
の
強
力
打
線
で

見
事
優
勝
、
優
勝
賞
品
と
し
て
、
新
米
百
五
〇

ｋ
ｇ
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。 

来
年
度
も
親
睦
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
合
同
チ
ー
ム
も
斡
旋

す
る
予
定
で
す
の
で
、
毎
年
参
加
し
て
い
る
企

業
は
勿
論
、
今
ま
で
参
加
し
た
こ
と
の
な
い
企

業
や
、
一
社
数
名
し
か
集
ま
ら
な
い
企
業
も
、

是
非
エ
ン
ト
リ
ー
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

       

ボボ
ウウ
リリ
ンン
ググ
大大
会会
開開
催催  

三三
八八
名名
がが
参参
加加
しし
まま
しし
たた
！！  

ソソ
フフ
トト
ボボ
ーー
ルル
大大
会会  

開開
催催  

四四
九九
名名
がが
参参
加加
しし
まま
しし
たた  

男性の部：優勝者 女性の部：優勝者 

ラッキー賞 当日賞 

チチーームム名名 成成績績 得得失失点点計計 順順位位

得失点差

勝敗

得失点差

勝敗

得失点差

勝敗

得失点差

勝敗 ×

10 9

2222  --  88 44  --  55 99  --  1144

※※勝勝敗敗：：  勝勝ちち〇〇　　負負けけ××　　

  令令和和３３年年度度ソソフフトトボボーールル大大会会試試合合結結果果

14 -1 -5

オージー物流
＆

せとうち寿

得点

11勝勝22負負 88点点
３３
位位

〇 ×

浅野産業

得点

33勝勝00負負 2244点点
5

1166  --  66 1155  --  66 1144  --  99 １１
位位

〇 〇 〇

8 -9 1

２２
位位

66  --  1155 55  --  441155  --  77
トーホーフード

サービス

得点

22勝勝11負負 00点点

〇 × 〇

日東物産

得点

00勝勝33負負 --3322点点
-8 -10 -14

77  --  1155 66  --  1166 88  --  2222 ４４
位位

× × ×

日日東東物物産産 ﾄﾄｰーﾎﾎｰーﾌﾌｰーﾄﾄﾞ゙ｻｻｰーﾋﾋﾞ゙ｽｽ 浅浅野野産産業業 オオーージジーー物物流流

優勝：浅野産業㈱ (10年ぶり７回目) 



第 75 号             流通センターだより          令和４年１月１日 (6)    

 

十
一
月
二
四
日

（
水
）、
岡
山
西
消

防
署
の
大
畑
救
命

救
急
士
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
岡
山

流
通
会
館
で
普
通

救
命
講
習
を
行
い

ま
し
た
。 

当

日

は

九

名

（
六
社
）
が 

参
加

し
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
応

急
手
当
の
基
礎
知

識
と
必
要
性
に
つ

い
て
視
聴
し
た
後
、 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
踏
ま
え
た
心
肺
蘇 

生
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
を
、
実
地
訓
練
を 

通
し
て
学
び
ま
し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
し
て
い
る
今
は
、  

 

心
肺
蘇
生
の
際
に
感
染
対
策
も
と
ら
な
け
れ 

ば
な
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
通
常
で
あ
れ
ば 

意
識
確
認
の
際
に
は
顔
を
近
づ
け
て
呼
吸
の 

確
認
を
し
ま
す
が
、
あ
ま
り
顔
を
近
づ
け
な 

い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、 

胸
骨
圧
迫
を
し
た
後
に
は
口
呼
吸
で
息
を
吹 

き
込
み
ま
す
が
、
感
染
の
懸
念
が
あ
る
た
め
、 

胸
骨
圧
迫
の
み
行
い
ま
す
。 

救
急
車
を
呼
ん
で
も
到
着
す
る
ま
で
に
全

国
平
均
九
分
か
か
り
ま
す
。
今
回
、
受
講
さ
れ

た
皆
様
は
二
分
間
継
続
の
胸
骨
圧
迫
を
体
験

し
ま
し
た
が
、
男
性
で
も
肩
で
息
を
し
、
女
性

は
二
分
間
継
続
出
来
な
か
っ
た
方
も
い
ま
し

た
。
一
人
で
の
心
肺
蘇
生
の
難
し
さ
を
体
験
を

通
し
て
実
感
す
る
事
が
出
来
、
周
囲
に
助
け
を

求
め
る
事
の
重
要
性
な
ど
講
習
を
受
け
る
事

で
学
べ
る
事
も
多
く
あ
り
ま
す
。 

普
通
救
命
講
習
の
内
容
は
五
年
毎
に
更
新

さ
れ
、
や
り
方
は
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
受
講

し
た
こ
と
が
な
い
方
だ
け
で
な
く
、
前
回
の
受

講
か
ら
五
年
以
上
経
っ
て
い
る
方
も
是
非
、
来

年
度
の
受
講
を
ご
検
討
下
さ
い
。 

    

 
十
一
月
八
、
九
日

の
二
日
間
、
コ
ン
ベ

ッ
ク
ス
岡
山
に
て
、

岡
山
県
主
催
の
物

資
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
訓
練
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。 

こ
の
訓
練
は
南

海
ト
ラ
フ
地
震
等

の
大
規
模
災
害
時
に
お
い
て
、
県
の
物
資
拠
点

（
コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
岡
山
）
と
市
の
物
資
拠
点
及

び
避
難
所
を
連
携
さ
せ
、
支
援
物
資
の
物
流
体

制
の
強
化
を
図
る
目
的
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
訓

練
に
は
流
通
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
よ
り
三

名
（
二
社
）
が
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
と
し
て
参
加
し
、
コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
岡
山
へ
の

国
か
ら
の
支
援
物
資
の
受
け
入
れ
手
順
等
を

訓
練
し
ま
し
た
。 

訓
練
で
は
、
ま
ず
支
援
物
資
の
荷
下
ろ
し
場

所
の
設
営
で
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
が
判
別
し
や
す
い
目
印
の
付
け
方
等
を
確

認
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
実
際
に
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
を
用
い
た

支
援
物
資
の
荷
下
ろ
し
作
業
に
お
い
て
は
品

目
を
記
載
し
た
旗
が
山
風
で
揺
れ
て
、
荷
下
ろ

し
場
所
の
判
別
が
困
難
と
い
っ
た
コ
ン
ベ
ッ

ク
ス
岡
山
特
有
の
課
題
も
見
え
る
な
ど
、
実
践

的
な
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。 

 

今
後
、
岡
山
県
で
は
今
回
の
訓
練
で
得
た
課

題
や
改
善
点
を
踏
ま
え
、
実
際
の
運
用
に
向
け
、

引
き
続
き
準
備
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。 

          

   

  

十
月
十
九
日
（
火
）、
団
地
内
企
業
の
三
一

二
名
（
一
一
九
社
）
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
令

和
三
年
度
の
第
三
回
一
斉
清
掃
を
行
い
ま
し

た
。
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
朝
八
時
か
ら
約

一
時
間
か
け
て
、
各
班
の
重
点
箇
所
を
中
心
に

清
掃
し
ま
し
た
。
事
前
準
備
か
ら
ご
協
力
い
た

だ
い
た
幹
事
の

皆
様
、
当
日
ご

参
加
い
た
だ
い

た
皆
様
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
次
回

清
掃
時
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

         

普普
通通
救救
命命
講講
習習
開開
催催  

令令
和和
三三
年年
度度
第第
三三
回回  

団団
地地
内内
一一
斉斉
清清
掃掃
をを
実実
施施
しし
まま
しし
たた  

次回清掃は 

令令和和４４年年１１月月１１８８日日((火火))です 

感感
染染
症症
にに
対対
応応
しし
たた
実実
施施
方方
法法
をを
学学
びび
まま
しし
たた  

物物
資資
オオ
ペペ
レレ
ーー
シシ
ョョ
ンン
訓訓
練練  

～～
流流
通通
セセ
ンン
タタ
ーー
よよ
りり
３３
名名
参参
加加
～～  

②
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト 

 

に
よ
る
荷
下
ろ
し 

①
荷
下
ろ
し
場
所 

設
営 



第 75 号             流通センターだより          令和４年１月１日 (7)    

 

十
一
月
二
四
日

（
水
）、
岡
山
西
消

防
署
の
大
畑
救
命

救
急
士
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
岡
山

流
通
会
館
で
普
通

救
命
講
習
を
行
い

ま
し
た
。 

当

日

は

九

名

（
六
社
）
が 

参
加

し
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
応

急
手
当
の
基
礎
知

識
と
必
要
性
に
つ

い
て
視
聴
し
た
後
、 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
踏
ま
え
た
心
肺
蘇 

生
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
を
、
実
地
訓
練
を 

通
し
て
学
び
ま
し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
し
て
い
る
今
は
、  

 

心
肺
蘇
生
の
際
に
感
染
対
策
も
と
ら
な
け
れ 

ば
な
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
通
常
で
あ
れ
ば 

意
識
確
認
の
際
に
は
顔
を
近
づ
け
て
呼
吸
の 

確
認
を
し
ま
す
が
、
あ
ま
り
顔
を
近
づ
け
な 

い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、 

胸
骨
圧
迫
を
し
た
後
に
は
口
呼
吸
で
息
を
吹 

き
込
み
ま
す
が
、
感
染
の
懸
念
が
あ
る
た
め
、 

胸
骨
圧
迫
の
み
行
い
ま
す
。 

救
急
車
を
呼
ん
で
も
到
着
す
る
ま
で
に
全

国
平
均
九
分
か
か
り
ま
す
。
今
回
、
受
講
さ
れ

た
皆
様
は
二
分
間
継
続
の
胸
骨
圧
迫
を
体
験

し
ま
し
た
が
、
男
性
で
も
肩
で
息
を
し
、
女
性

は
二
分
間
継
続
出
来
な
か
っ
た
方
も
い
ま
し

た
。
一
人
で
の
心
肺
蘇
生
の
難
し
さ
を
体
験
を

通
し
て
実
感
す
る
事
が
出
来
、
周
囲
に
助
け
を

求
め
る
事
の
重
要
性
な
ど
講
習
を
受
け
る
事

で
学
べ
る
事
も
多
く
あ
り
ま
す
。 

普
通
救
命
講
習
の
内
容
は
五
年
毎
に
更
新

さ
れ
、
や
り
方
は
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
受
講

し
た
こ
と
が
な
い
方
だ
け
で
な
く
、
前
回
の
受

講
か
ら
五
年
以
上
経
っ
て
い
る
方
も
是
非
、
来

年
度
の
受
講
を
ご
検
討
下
さ
い
。 

    

 
十
一
月
八
、
九
日

の
二
日
間
、
コ
ン
ベ

ッ
ク
ス
岡
山
に
て
、

岡
山
県
主
催
の
物

資
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
訓
練
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。 

こ
の
訓
練
は
南

海
ト
ラ
フ
地
震
等

の
大
規
模
災
害
時
に
お
い
て
、
県
の
物
資
拠
点

（
コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
岡
山
）
と
市
の
物
資
拠
点
及

び
避
難
所
を
連
携
さ
せ
、
支
援
物
資
の
物
流
体

制
の
強
化
を
図
る
目
的
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
訓

練
に
は
流
通
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
よ
り
三

名
（
二
社
）
が
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
と
し
て
参
加
し
、
コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
岡
山
へ
の

国
か
ら
の
支
援
物
資
の
受
け
入
れ
手
順
等
を

訓
練
し
ま
し
た
。 

訓
練
で
は
、
ま
ず
支
援
物
資
の
荷
下
ろ
し
場

所
の
設
営
で
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
が
判
別
し
や
す
い
目
印
の
付
け
方
等
を
確

認
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
実
際
に
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
を
用
い
た

支
援
物
資
の
荷
下
ろ
し
作
業
に
お
い
て
は
品

目
を
記
載
し
た
旗
が
山
風
で
揺
れ
て
、
荷
下
ろ

し
場
所
の
判
別
が
困
難
と
い
っ
た
コ
ン
ベ
ッ

ク
ス
岡
山
特
有
の
課
題
も
見
え
る
な
ど
、
実
践

的
な
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。 

 

今
後
、
岡
山
県
で
は
今
回
の
訓
練
で
得
た
課

題
や
改
善
点
を
踏
ま
え
、
実
際
の
運
用
に
向
け
、

引
き
続
き
準
備
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。 

          

   

  

十
月
十
九
日
（
火
）、
団
地
内
企
業
の
三
一

二
名
（
一
一
九
社
）
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
令

和
三
年
度
の
第
三
回
一
斉
清
掃
を
行
い
ま
し

た
。
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
朝
八
時
か
ら
約

一
時
間
か
け
て
、
各
班
の
重
点
箇
所
を
中
心
に

清
掃
し
ま
し
た
。
事
前
準
備
か
ら
ご
協
力
い
た

だ
い
た
幹
事
の

皆
様
、
当
日
ご

参
加
い
た
だ
い

た
皆
様
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
次
回

清
掃
時
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

         

普普
通通
救救
命命
講講
習習
開開
催催  

令令
和和
三三
年年
度度
第第
三三
回回  

団団
地地
内内
一一
斉斉
清清
掃掃
をを
実実
施施
しし
まま
しし
たた  

次回清掃は 

令令和和４４年年１１月月１１８８日日((火火))です 

感感
染染
症症
にに
対対
応応
しし
たた
実実
施施
方方
法法
をを
学学
びび
まま
しし
たた  

物物
資資
オオ
ペペ
レレ
ーー
シシ
ョョ
ンン
訓訓
練練  

～～
流流
通通
セセ
ンン
タタ
ーー
よよ
りり
３３
名名
参参
加加
～～  

②
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト 

 

に
よ
る
荷
下
ろ
し 

①
荷
下
ろ
し
場
所 

設
営 



第 75 号             流通センターだより          令和４年 1月 1 日 (8) 

   

 

◆
社
名
・
組
織
変
更
（
敬
称
略
） 

  
 

協
同
組
合
中
国
経
営
合
理
化
チ
ェ
ー
ン 

 
 
 
→
 

協
同
組
合
シ
ー
エ
ム
シ
ー 

 

◆
流
通
セ
ン
タ
ー
内
代
表
者
異
動
（
敬
称
略
） 

  
  

誠
屋
㈱ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

櫛
田 
浩
貴 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
旧
）
櫛
田 

修
平 

  
 

瀬
野
川
産
業
㈱ 

岡
山
営
業
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

山
口 

秀
則 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
旧
）
手
島 

幸
宏 

 
  

  

岡
山
土
地
倉
庫
㈱ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

末
長 

一
範 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
旧
）
末
長 

範
彦 

  
 

関
西
陸
運
㈱ 

岡
山
営
業
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

貝
原 

洋
一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
旧
）
小
林 

薫 
 

  
  

協
同
組
合
シ
ー
エ
ム
シ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

小
林 

宏
三 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
旧
）
小
林 

廣
士 

 

グ
ン
ゼ
物
流
㈱ 

岡
山
物
流
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

原 
 

浩
彰 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
旧
）
小
川 

茂
浩 

     

                                    

                                    

    

▼
当
協
議
会
で
も
昨
年
八
月
か
ら
十
月
に
か

け
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
職
域
接
種

を
実
施
し
ま
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
ん

だ
事
で
飲
食
店
の
制
限
解
除
、
ワ
ク
チ
ン
検

査
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
導
入
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ

ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
の
人
数
増
な
ど
、
少
し
ず

つ
コ
ロ
ナ
前
の
日
常
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
事
実
、
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
発

表
す
る
景
気
動
向
調
査
に
お
い
て
も
景
気

は
昨
年
九
月
以
降
回
復
傾
向
に
あ
る
と
い

う
試
算
も
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
よ

り
明
る
い
話
題
の
多
い
一
年
で
あ
る
事
を

祈
る
ば
か
り
で
す
。 

▼
昨
年
十
二
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

変
異
株
で
あ
る
「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」
が
発
見

さ
れ
た
事
を
皮
切
り
に
日
本
で
も
外
国
人

の
新
規
入
国
制
限
が
行
わ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
は
以
前
強
い
ま
ま
で
す
。

し
か
し
、
同
時
期
に
米
国
の
製
薬
会
社
メ
ル

ク
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
飲
み
薬
「
モ

ル
ヌ
ピ
ラ
ビ
ル
」
の
日
本
国
内
の
承
認
申
請

を
行
い
ま
し
た
。
承
認
さ
れ
れ
ば
自
宅
で
も

服
用
出
来
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
患
者
や
医

療
現
場
の
負
担
軽
減
を
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
風
邪
や
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
様
に
扱
わ
れ
る
日
も
近

い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

   

 

本
年
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、 

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 

 

事
務
局
職
員
一
同 

編
集
後
記 
会会  

員員  

動動  

向向  
  

※半日 9:00~13:00／13:00~17:00 
※左記は流通センター関係者価格（税込）です。 
※時間外(17時以降)・土日祝もご相談ください。 

会議室 研修室 

流通会館 会議室 ・ 研修室 ご利⽤下さい 

Facebook・  開設しました 
Facebook と Instagram を開設しました。⽇常の出来
事を少しずつ投稿していきますので是⾮覗いて下さい。 

Facebook ページ 

それぞれの検索窓で「ソリュッセ岡⼭ 岡⼭県総合流通セン
ター」と⼊⼒いただいてもご覧いただけます。 

Instagram ページ 

英語が話せる方も！苦手な方も！是非日常英会話教室にお越し下さい 

英語が話せない方も日本語堪能な先生のサ

ポートがあるので徐々に英語が身に付きま

す。またレベルに応じた会話ができるので、

英語のスキルを上げたい方にもおすすめで

す。是非体験にお越し下さい。 

日 時：毎週水曜日 １７：４５～１９：４５ 

場 所：岡山流通会館  

受講料：1,000 円／回（一括前納・返納なし） 

★★１１００回回おお試試ししレレッッススンンももあありりまますす((1100 回回１１万万円円))  

感感染染症症対対策策もも行行っってていいまますす  

おお問問合合せせはは流流通通セセンンタターー事事務務局局ままでで  （（TTEELL  008866--229922--55555511））  

会議室 141㎡ 11,000 22,000 4,400

研修室 53㎡ 4,950 9,900 1,980
会議室・
研修室 6,050

時間外
⼟⽇祝/ｈ⾯積 半⽇ 全⽇

194㎡ 15,400 30,800


